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日本人の平均寿命の推移と推計

高齢者の将来の不安理由（複数回答）
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自分や配偶者の健康や病気のこと

自分や配偶者が寝たきりや身体が不自由
になり介護が必要な状態となること

生活のための収入のこと

子供や孫などの将来

頼れる人がいなくなり
一人っきりの暮らしになること

社会の仕組み（法律、社会保障・金融制度）が
大きく変わってしまうこと
家業、家屋、土地・田畑や

先祖のお墓の管理や相続のこと
だまされたり、犯罪に巻き込まれて

財産を失ってしまうこと

家族との人間関係

人（近隣、親戚、友人、仲間など）
との付き合いのこと

親や兄弟などの世話

言葉、生活様式、人々の考え方などが
大きく変わってしまうこと

特に不安を感じない

その他

わからない

平成26年　内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」
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2015年（日本）
【男性】80.79歳
【女性】87.05歳

日本人の平均寿命が伸び続ける
中で、百寿者もこの50年間で４０

０倍に増えました。

25年前に、弊誌「もも百歳」が創
刊された頃、「百歳」はまだ遠い

到達点でした。

ところが、今や20人に一人が百
歳まで生きる時代が、すぐそこに

。


